
小林市子議員

「野外保育の実践」
■第５回議員勉強会　平成28年６月14日
　「信州型自然保育について」をテーマに、富士見町で野外保育を実践している「森のいえ“ぽっち”」代表
の松下妙子さんと主任保育士の名取あゆみさんから、選択肢が増えた町の子育てや保育の現状、昨年特化型
の認定を受けたぽっちの保育理念や実践例、運営実態をレクチャーして頂いた。
　まだ馴染が薄いこの取り組みを実践し、子どもたちの自主性を育てる野外保育の様子に、議員からは自分
たちも子ども時代は親の働く傍で、野山を遊び場として育ったと言う話題も出て時代の変遷を学んだ。
　ぽっちでは生きて行く知恵を学ぶ生活体験や自分を好き・自分は自分で良いんだと認める自己肯定感等を

育むことを大切にしている。そのため
には子どもひとりひとりの特性を受け
入れた育ちの場、さらに親育ちも共に
出来る場での直接体験を重要視してい
ると言う。
　続いて、県の企画部次世代サポート
課 次世代育成推進幹である担当の竹内
延彦氏からは、県の取り組みについて、
資料を基に説明を頂いた。長野県は全
国初の自然保育の認定制度を推進し、
新しい子育てスタイルを県内外に発信
して、移住定住の促進に力を入れてい
る。　　　　　　　　　（小林 市子）
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「信州型自然保育について」説明する 松下妙子さん（中央）と、名取あゆみ
さん（左）、長野県企画部次世代サポート課 竹内延彦氏（右）


